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第一部 謙信の戦と寺社信仰  
    第一章 謙信の「第一義」と一般論の「「義」の戦」との相違  
    第二章 謙信の上洛と信濃・関東出兵の大義の獲得  
      第一節 長尾爲影・晴景・謙信三代と朝廷幕府  
      第二節 八幡宮への祈願と出兵の大義  
    第三章 謙信の願文にみる「筋目」と「仏法と王法」  
第一節 飯塚八幡宮への祈願と「仏法王法」  
      第二節 弥彦神社への祈願ー謙信の「節目」と信玄の「悪行」ー  
      第三節 看経所への祈願「仏法王法」の回復  
      第四節 署名「謙信」祈願文  
  第四章 謙信の法体ー高野山無量光院清胤との関わりを中心にー  
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      第一節 謙信と禅宗寺院  
     第二節 高野山無量光院清胤と謙信  
      第三節 無量光院との師檀契約と謙信の法体  
      第四節 高野山における謙信法体の承認  
第二部 米沢藩における謙信の崇敬と祭祀  
    第一章 景勝の米沢転封と御堂の建立  
      第一節 御館の乱と景勝の上杉家相続  
     第二節 越後時代の謙信の供養  
      第三節 景勝の会津転封と謙信廟の移転  
      第四節 徳川家康の会津攻めと景勝の「筋目」  
      第五節 景勝の米沢転封と御堂の建立  
    第二章 歴代藩主の葬送と供養  
      第一節 景勝の遺言状と定勝による景勝の供養  
      第二節 歴代藩主への「法印権大僧都」贈官と法音寺の院室兼帯  
      第三節 上杉家と江戸浅草の寶蔵院  
    第三章 御堂における宗教儀礼  
      第一節 御堂内陣の構造  
      第二節 御堂の恒例行事  
      第三節 謙信及び歴代藩主の供養  
      第四節 怨霊供養の祈祷  
      第五節 藩主初入部後の御武具召初  
    第四章 御堂における上杉憲政の祭祀ー怨霊から御家擁護神への転換ー  
      第一節 憲政の死と照陽寺における供養  
      第二節 米沢藩における憲政の祭祀  
    第五章 御堂の焼失とその再建  
      第一節 二の丸寺院の火災と賞罰  
      第二節 蔵王堂・稲荷堂の狐の霊験譚  
      第三節 御堂の火災と再建  
第三部 上杉神社の建立とその崇敬  
    第一章 謙信の祭祀の転換ー御堂から上杉神社へー  
      第一節 幕末・維新期の米沢藩と藩主斉憲 (なりのり) 
      第二節 御堂における謙信の神祭の開始  
      第三節 上杉神社の建立  
      第四節 別格官幣社への昇格と追贈  
    第二章 屯田兵による神社の建立と米澤有爲會支部における上杉神社の遙拝式  
      第一節 屯田兵の入植とその生活  
      第二節 上杉神社遙拝式の開催  
      第三節 神社の建立  
      第四節 他藩の神社建立と遙拝  
      第五節 米沢有爲会の各部会における上杉神社遙拝式  
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士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認める次第である。                                   
